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抜去, 第 4 病 日人工 呼吸器離脱 , 第 7 病日集中治

療室を退室 した .

〔症例 2〕 70 歳, 男性 . 午前 7 時突然胸痛を自覚.

近医を受診 し, 心電 図上II , Ⅲ, a V F で S T 上昇を

認 め, 急性心筋梗塞 の 診断で 前医に搬送 された .

前医で心臓 カテ
ー テ ル検査 が行われ, 右冠動脈人

口部 90
0

/o , # 2 1 00
0

/o と診断さ れ, # 2 に S T E N T

を挿入 した が, 心室細動 が頻発 した . さ らに, 右

冠動脈入 口部 に P T C A を施行 した が, 大動脈壁 に

造影剤貯留の所見 を認め た ため カテ
ー

テ ル治療を

終 了し, IA B P ,
一 時 ペ ー シ ン グを開始 した . そ の

後, 胸部 C T で St a n fo rd A 型大動脈解離と診断さ

れ, 翌 日午後1 0 時に, 手術目的で 当院に搬送 され

た
. 当院入院後, 約 3 時間で手術を開始 し, 脳分

離体外循環 を用 い手術を施行 .

エ ン トリ
ー

は右冠

動脈入口部に認め , 右冠動脈 は起 始部で 離断され

て い た
. 手術術式は上行大動脈置換術と し, 急性

心筋梗塞発症か ら 40 時間以上経過 して い た た め,

右冠動脈再建 は行わな か っ た . 上行大動脈置換術

の 手術操作後, 人工心肺離脱 を試み た が, 血圧低

下 , 中心静脈庄上昇と なり離脱で きなか っ た . ま

た
, 視診で右室 の壁運動低下 の 所見を認め , 右心

不全 と診断 した . そ こで
, 人工心肺装置 の 送血 チ

ュ
ー ブを肺動脈 に入 れ換え, 右心 バイ パ ス (流量

1 .8 - 2 .5 ゼ/ 分) を約 3 0 分 間施行 したが , 離脱 で

き な か っ た . そ の 後, 大伏在静脈を用 い ,
右冠動

脈に A C バ イ パ ス を追加 し, 右心バ イ パ ス を離脱

する こ とが で きた . 術後 も右心不全が遷延 した が

徐々 に改善 し, 第 7 病日人工 呼吸器離脱 , 第 1 0 病

日集中治療室 を退室 した .

【結語】 人 工心肺離脱時に , 右冠動脈の 冠不全 に

よ る右心不全 に対 し, 右心 バ イ パ ス を施行 した 2

例 を経験 し た . 2 症例 と も冠不全 の 原 因除去後,

すみ や か に右心不全の 改善が得 られた . 右心不全

の 改善まで の 間, 右心バ イ パ ス によ る補助循環 は

有効であ っ た .
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I ． 一 般 演 題

1 　 食 道 G I S T の 1 切 除 例

小 林 和 明 ・ 桑 原 明 史 ・ 渡 辺 直 純

林 達 彦 ・ 村 山 裕 一 ・ 清 水 春 夫

村上総合病院外科

今回我々 は まれ な食道 G IS T の 1 例を経験 した

の で報告する .

症例 は 5 9 歳男性. 主訴は暗吐 , 胸部不快感 . 上

部消化管内視鏡検査 にて胸部中部食道に隆起性病

変を認め た . 術前診断は s o c all e d c a r ci n o s a r c o m a

が疑われた . 手術は右開胸食道切除, 頚部胃管吻

合を施行した . 腫癌は病理組織学的に は紡錘形細

胞 が束状に配列 して おり, 核分裂像を認め た . 負

疫組織化学的に c - kit 陽性, C D 34 陰性, α- S M A

陰性, S - 1 0 0 陰性で あり切 除標本の 診断は 食道

G IS T で あ っ た . 手術で は遺残なく切除で きた が ,

悪性度 は高く今後も厳重な経過観察が必要と され

る .

2 　 化 学 療 法 が 奏 効 し た 高 齢 者 食 道 小 細 胞 癌 の 1

例

秋 山 修 宏 ・ 本 山 展 隆 ・ 船 越 和 博

新 井 太 ・ 稲 吉 潤 ・ 田 崎 麻 子

加 藤 俊 幸

新潟県立が んセ ン タ ー 新潟病院内科

症例は 83 歳男性, 検診で下部食道に 0
′

- I a ＋

I c 病変を認 め 生 検で 小 細胞 癌 と 診 断 さ れ た .

T l b N O M O と思われた が放射線治療が 選択さ れ
一

時 C R と な っ た . 経過観察中 に肝転移が 出現 し

c B D C A ＋ V P 1 6 によ る化学療法を行 っ た . 骨髄


